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こ
ん
に
ち
は
。
行
田
総
合
病
院
耳

鼻
咽
喉
科
の
新
鍋
で
す
。

　

今
年
も
気
温
が
30
度
を
超
え
る
よ

う
な
暑
い
日
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
屋
外
で
働
か
れ
て
い
る
方
も
、

屋
内
で
働
か
れ
て
い
る
方
も
十
分
な

水
分
補
給
と
休
息
を
心
が
け
、
体
調

を
大
き
く
崩
す
こ
と
無
い
よ
う
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

今
回
も
『
そ
う
こ
う
』
で
耳
鼻
咽

喉
科
を
紹
介
す
る
機
会
を
得
ま
し
た

の
で
、
当
科
の
現
状
と
注
意
す
べ
き

耳
鼻
咽
喉
科
疾
患
の
一
部
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
院
の
耳
鼻
咽
喉
科

　　

は
じ
め
に
外
来
診
療
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
は
行
田
総
合
病
院
附

属
行
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
１
階
、
受
付
よ

り
左
手
奥（
B
館
）に
あ
り
ま
す
。
耳
、

鼻
、
咽
頭
、
喉
頭
、
頸
部
な
ど
に
生

じ
る
様
々
な
疾
患
に
対
し
、
外
来
看

護
師
、
臨
床
検
査
技
師
（
聴
力
検
査
、

超
音
波
検
査
、
穿
刺
細
胞
診
検
査
な

ど
）、
放
射
線
技
師
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

C
T
や
M
R
I
検
査
な
ど
）、
お
よ

び
他
の
診
療
科
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
診
察
室
の
医
療
機
器
が
充

実
し
、
顕
微
鏡
、
電
子
内
視
鏡
（
細

径
）、
赤
外
線
C
C
D
カ
メ
ラ
を
用

い
て
、
よ
り
詳
細
な
観
察
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。観
察
部
位
が
モ
ニ
タ
ー

に
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん

や
付
き
添
い
の
方
も
そ
の
様
子
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

顕
微
鏡
で
耳
垢
を
掃
除
し
て
い
る

様
子
も
モ
ニ
タ
ー
に
映
り
ま
す
の
で
、

「
こ
れ
鼓
膜
？ 

う
わ
！
す
げ
え
、
は

じ
め
て
み
た
！
」
と
お
子
さ
ん
達
に

も
好
評
で
す
。

　

そ
う
は
い
い
ま
し
て
も
、
小
さ
い

お
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
だ
っ

て
首
か
ら
上
を
扱
う
耳
鼻
科
の
診
察

は
お
っ
か
な
い
と
感
じ
る
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
安

心
し
て
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

外
来
通
院
に
て
病
状
の
改
善
が
見

込
め
な
い
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
手
術
療
法
を
す
す
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
全
身
麻
酔
の
場
合

に
は
手
術
前
日
ま
で
に
入
院
し
、
手

術
当
日
に
行
田
総
合
病
院
内
に
あ
る

中
央
手
術
室
（
西
棟
１
階
）
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

手
術
室
で
は
麻
酔
科
医
師
、
手
術

室
看
護
師
、
助
手
、
他
の
診
療
科
医

師
の
手
厚
い
協
力
体
制
の
も
と
、
こ

れ
ま
で
に
気
管
切
開
術
、
内
視
鏡
下

鼻
副
鼻
腔
手
術
、
鼓
室
形
成
術
な
ど

の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
の
患
者
さ
ま
が
入
院

す
る
病
棟
は
、
新
南
棟
の
２
階
と
な

り
ま
す
。
脳
神
経
外
科
、
眼
科
、
そ

し
て
内
科
の
患
者
さ
ん
を
担
当
し
て

い
る
病
棟
で
す
の
で
、
頭
頸
部
外
科

と
標
榜
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
耳
鼻
咽

喉
科
に
と
っ
て
理
想
的
な
環
境
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
院
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
に
支
え

ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
環
境
を

活
か
し
、
地
域
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に

少
し
ず
つ
応
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

注
意
す
べ
き

耳
鼻
咽
喉
科
疾
患

に
つ
い
て

①
扁
桃
周
囲
膿
瘍
、

　

急
性
喉
頭
蓋
炎

　

通
常
感
冒
に
よ
る
咽
頭
痛
は
、
発

症
し
て
数
日
か
ら
5
日
程
度
で
軽
快

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
中
に
は

扁
桃
炎
、
さ
ら
に
重
症
化
し
扁
桃
周

囲
に
ま
で
炎
症
が
波
及
し
扁
桃
周
囲

膿
瘍
（
図
１
）
を
発
症
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
水
分
摂
取

が
難
し
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
の
ど

の
左
右
ど
ち
ら
か
の
激
し
い
痛
み
や

耳
痛
、口
が
開
け
に
く
く
な
る
と
い
っ

た
症
状
が
生
じ
ま
す
。
さ
ら
に
悪

化
す
る
と
、
気
道
の
浮
腫
に
よ
る
呼

吸
困
難
感
、
頸
部
の
発
赤
腫
脹
、
そ

し
て
最
終
的
に
心
臓
周
囲
や
肺
に
ま

で
膿
瘍
が
広
が
り
致
死
的
な
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
図
２
）。

　

そ
の
た
め
、
の
ど
の
痛
み
が
続
く

場
合
に
は
水
分
、
栄
養
、
休
息
を
で

き
る
だ
け
確
保
す
る
よ
う
に
し
、
改

善
が
な
け
れ
ば
早
め
の
受
診
を
お
す

耳
鼻
咽
喉
科
部
長  

新
鍋 

晶
浩
　

耳
鼻
咽
喉
科
疾
患

注
意
す
べ
き

に
つ
い
て
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が
薄
く
な
っ
て
奥
の
骨
壁
に
癒
着
し

た
癒
着
性
中
耳
炎
、
骨
を
徐
々
に
溶

か
し
て
し
ま
う
真
珠
腫
性
中
耳
炎
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
真
珠
腫
性
中
耳

炎
は
、
難
聴
や
耳
漏
に
と
ど
ま
ら
ず
、

め
ま
い
、
顔
面
神
経
麻
痺
、
さ
ら
に

は
髄
膜
炎
や
脳
膿
瘍（
図
4
）と
い
っ

た
致
死
的
な
合
併
症
へ
と
つ
な
が
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
耳
漏
や
角
化
物
が
持
続
的

に
排
出
さ
れ
て
い
る
活
動
性
の
も

の
、
痂
皮
が
堆
積
し
て
と
れ
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
骨
の
溶
解
が
進
行

し
や
す
い
た
め
、
真
珠
腫
を
除
去

し
中
耳
を
形
成
す
る
鼓
室
形
成
術
が

必
要
で
す
。
術
後
の
再
発
も
起
こ
り

治
療
に
あ
た
り
ま
す
。
急
性
炎
症
が

長
引
い
て
悪
化
す
る
と
副
鼻
腔
の
炎

症
が
眼
窩
内
に
波
及
し
、
目
の
周
り

の
発
赤
腫
脹
、
視
力
障
害
と
い
っ
た

合
併
症
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
鼻
汁
は
あ
ま
り
す
す
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
、
目
の
近
く
に
痛
み
を

強
く
感
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

以
上
悪
化
す
る
前
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
保
存
的
治
療
（
薬
や
処
置
）
に

よ
り
症
状
は
軽
快
し
ま
す
が
、
軽
快

が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
鼻
副
鼻
腔
手

術
（
多
く
は
内
視
鏡
下
に
行
い
ま
す
）

を
す
す
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
真
珠
腫
性
中
耳
炎
に
よ
る

　

頭
蓋
内
合
併
症

　

誰
し
も
子
ど
も
の
頃
に
一
度
は
中

耳
炎
と
い
わ
れ
た
経
験
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
多
く
は
後
遺
症
を
き
た

す
こ
と
無
く
治
癒
し
ま
す
が
、
中

耳
炎
が
遷
延
あ
る
い
は
反
復
し
た

結
果
、
鼓
膜
に
何
ら
か
の
後
遺
症
を

き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後

遺
症
に
は
、
鼓
膜
の
穴
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
慢
性
穿
孔
性
中
耳
炎
、
鼓
膜

や
す
い
た
め
、
進
展
し
て
い
る
場
合

に
は
手
術
を
２
回
に
分
け
て
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
医
療
機
器
や
技

術
の
発
展
に
伴
い
、
手
術
侵
襲
は
以

前
と
比
較
し
軽
減
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

で
き
る
こ
と
な
ら
ば
顔
面
神
経
麻

痺
や
脳
膿
瘍
な
ど
の
重
篤
な
合
併
症

が
出
現
す
る
前
に
、
治
療
を
受
け
る

べ
き
疾
患
で
す
。

　
「
片
方
の
耳
が
聞
こ
え
る
し
、
通

院
し
て
も
変
化
が
な
い
た
め
も
う

何
年
も
耳
鼻
科
に
か
か
っ
て
い
ま
せ

ん
」
と
い
う
方
、
耳
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
か
ね
て
一
度
い
ら
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

②
副
鼻
腔
炎
に
よ
る

　

眼
窩
内
合
併
症

　

通
常
感
冒
に
よ
る
鼻
汁
は
、
は
じ

め
は
水
様
性
で
次
第
に
膿
性
の
鼻
汁

と
な
り
、
１
週
間
か
ら
10
日
程
度
で

自
然
に
軽
快
し
ま
す
。
鼻
の
中
を
の

ぞ
く
と
、
鼻
甲
介
と
い
う
粘
膜
に
お

お
わ
れ
た
突
起
物
が
鼻
腔
の
外
側
か

ら
垂
れ
下
が
る
よ
う
に
存
在
し
、
鼻

甲
介
の
間
の
く
ぼ
み
の
奥
に
副
鼻
腔

と
よ
ば
れ
る
骨
の
中
の
空
洞
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
副
鼻
腔
の
位
置
は
、
顔

の
表
面
で
い
う
と
こ
ろ
の
頬
の
部
分

（
上
顎
洞
）、
目
の
内
側
の
部
分
（
篩

骨
洞
）、
お
で
こ
の
部
分
（
前
頭
洞
）、

一
番
深
い
と
こ
ろ
に
は
下
垂
体
や
視

神
経
（
蝶
形
洞
）
に
接
す
る
と
こ
ろ

と
複
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

鼻
炎
が
副
鼻
腔
に
波
及
し
た
状
態

が
副
鼻
腔
炎
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
副

鼻
腔
炎
が
無
い
状
態
で
急
性
に
発
症

し
た
場
合
は
急
性
副
鼻
腔
炎
、
も
と

も
と
慢
性
副
鼻
腔
炎
（
い
わ
ゆ
る
蓄

膿
症
）
が
あ
り
、
感
冒
な
ど
を
契
機

に
炎
症
が
急
に
悪
化
し
た
場
合
に
は

慢
性
副
鼻
腔
炎
の
急
性
増
悪
と
し
て

す
め
し
ま
す
。

　

疾
患
の
予
防
に
は
禁
煙
も
大
切
で
、

そ
れ
で
も
急
性
扁
桃
炎
や
扁
桃
周
囲

膿
瘍
を
繰
り
返
す
場
合
に
は
、
口
蓋

扁
桃
摘
出
術
の
相
談
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

急
性
喉
頭
蓋
炎
と
は
、
発
声
や
呼

吸
の
た
め
に
大
切
な
声
門
の
上
に
あ

る
蓋
が
炎
症
の
た
め
に
腫
脹
し
た
状

態
で
す
（
図
３
）。
そ
れ
ほ
ど
頻
度
は

高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
咽
頭
痛
を
自

覚
し
て
か
ら
多
く
は
24
時
間
以
内
に

急
激
に
進
行
す
る
こ
と
、
気
道
が
狭

窄
し
命
を
お
と
す
危
険
性
が
あ
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
菌
に
よ
る
髄
膜
炎
の
発
症
予

防
の
た
め
の
H
i
b
（
ヒ
ブ
）
ワ
ク

チ
ン
の
普
及
に
伴
い
、
幸
い
に
も
子

ど
も
で
み
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
成
人
で
は
い
ま
だ
予
防

の
難
し
い
疾
患
で
す
。
の
ど
の
炎
症

と
い
わ
れ
て
薬
を
処
方
さ
れ
て
自
宅

で
安
静
に
し
て
い
る
際
に
、
痛
み
が

刻
々
と
悪
化
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

息
苦
し
さ
が
強
く
出
る
前
に
再
度
受

診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行田クリニック 月 火 水 木 金 土

B館 7診
午前 新鍋医師 新鍋医師 新鍋医師 白坂医師 新鍋医師 見澤医師

午後 補聴器外来 新鍋医師 白坂医師 新鍋医師

●耳鼻咽喉科外来医師担当表
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バラに囲まれたコンサート
鴻巣市・花久の里

2019 年 5 月 23 日（木）

脳神経外科主催による

コンサートは第 3 回目の開催

を迎えました。本間副部長と

当院のミュージシャンによる

ソロとアンサンブルや吹奏楽、

岡田脳神経外科部長によるピ

アノ独演などが行われました。

手術をお受けになる患者様へ
- 呼吸器合併症予防について -

2019 年 5 月 28 日（火）

呼吸訓練のパンフレットを看護部が作成。

手術後に 1 日でも早く回復していただくために、呼吸訓練の仕方を説

明するパンフレットが完成しました。手術による身体への影響や合併

症のリスクが高い方（肥満や喫煙歴）などを紹介し、「術後に効率の良

い呼吸ができるように腹式呼吸を練習をしましょう」という内容です。

消化器外科・泌尿器科・整形外科で手術をお受けになる患者様へ配布

させていただきます。

第 35 回 行田市鉄剣マラソン大会
古代蓮の里〜さきたま古墳群を含む市内周回コース

2019 年 4 月 28 日（日）

行田市体育協会主催

歴史ある街を駆け抜ける行

田市鉄剣マラソン大会。今

年も採用課が陣頭指揮を取

り、お揃いの T シャツを

着 た 42 名（ ハ ー フ 3 名、

10km7 名、5km26 名、

1km6 名）のランナーが参

加させていただきました。

快晴 & 満開の空の下、当院

スタッフは全員見事に完走 ! 

参加された皆様「お疲れさ

までした !」来年もよろしく

お願いいたします !

手術をお受けになる
患者様へ

- 呼吸器合併症予防について -

行田市消化器疾患懇話会
ガーデンパレス熊谷 2F 千鳥

2019 年 4 月 10 日（水）

当院の消化器内科・消化器外科医師が参加。

行田市医師会長・根本医師による開会の辞に続き、松原医院院長・松原医師が座長を務めた講演①では、当院外

科医長・福元医師による『当院における大腸癌治療と今後』と題した講演が行われました。講演②では、外科部長・

川原林医師が座長を務め、帝京大学医学部外科学講座教授・橋口医師による『大腸癌治療ガイドライン 2019

改訂のポイントと治療選択』が行われ、消化器内科内視鏡センター長・芹澤医師が閉会の辞を述べました。
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リハビリテーション科 症例発表会
新南棟 4F 会議室

2019 年 4 月 20 日（土）

基調講演は、石川医師による『リハビリテーション医療の2つのアプローチ』。

当院理事長・川嶋医師が開会の言葉を述べ、基調講演・症例発表会と続きました。石川先生の基調講演では、

世界と日本のリハビリの歴史から始まり、地域に根ざしたリハビリテーションでは直接的援助活動（障がい者

へ直接アプローチ）と組織化活動（地域住民への教育啓発活動・地域社会へのアプローチ）といった２つのア

プローチが大切であると教えていただきました。症例発表は、外科・療養チーム、地域包括ケアチーム、訪問

リハチームが行い、近隣の医療機関・学生など合わせて約 100 名の方々にご参加いただきました。

手術後に 1日でも早く回復していただくために、これから呼吸訓練をして

いただきます。

『どうして呼吸訓練なんてするの？』
と思われることでしょう。

●手術による身体への影響とは？

・全身麻酔や安静に寝ていることで、肺が十分に膨らまなくなり、気道がふ

　さがりやすくなります。

・気管チューブを挿入すると気管支が刺激され、痰が溜まりやすくなり、そ

　こに細菌が繁殖してしまうと肺炎を起こしやすくなります。

とくに合併症のリスクが高い方は、高齢の方・肥満の方・喫煙歴のある方・

呼吸器疾患のある方・栄養状態が良くない方などです。

手術が決定したら禁煙をはじめましょう!!
喫煙は気道・肺にダメージを与え、身体の中に酸素を取り込む力が弱くなるため、酸素不

足により手術後の傷の治りを悪くします。

喫煙歴のある方は、肺炎・無気肺を起こす危険性が高くなります。

禁煙開始から手術までの期間を極力長くすることで、手術後の肺合併症の発生率を低くし

ます。

呼吸訓練をはじめましょう !!
腹式呼吸を練習することで、術後の呼吸機能回復を助けます。

術後に効率の良い呼吸（腹式呼吸・深呼吸）ができるように練習をしましょう。

腹式呼吸の方法
★椅子に座って行う場合

1 回 5分程度を目安に行いましょう。

【吐く】
①背筋を伸ばして椅子にゆったりと座ります。

②お腹を凹ませながら、身体の中の悪いものを全て出

し切るように、ゆっくりと時間をかけて息を吐きます。

※息を吐く時は、イライラの原因や緊張・不安などのマ

イナス要因が身体から出ていくことをイメージします。

【吸う】
③背筋を伸ばして、鼻からゆっくり息を吸い込みます。

この時、おへその下に空気をためていくイメージでお

腹を膨らませます。

④その後、5秒ほど息を止め、ゆっくり口から息を吐

きます。吸う時の倍くらいの時間をかけるつもりで

ゆっくり吐くのがポイントです。

※息を吸い込む時は、高原のさわやかな空気や好きな

花の香りなど、心地良いものをイメージします。

ご高齢（70歳以上） 肥満の方
（BMI25 以上）

喫煙歴がある方 呼吸器疾患を持つ方 栄養状態が良くない方

当院外科医長
福元医師

松原医院院長 
松原医師

帝京大学医学部外科学講座教授
橋口医師

当院外科部長
川原林医師

当院理事長
川嶋医師

医療法人社団輝生会 会長 
石川医師

●症例発表

　外科・療養チーム

　地域包括ケアチーム

　訪問リハチーム
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◉健診担当からのお知らせ

6月 1日より行田市特定健診が始まっています。期間：2019年 6月 1日〜2020年 2月 29日

行田市より受診券が届きましたらご予約できます。
当院での健診をご希望の方は、お電話にて事前のご予約をお願いします。

▶ご予約・お問合せ

　TEL.048-554-0005 （健診担当）

目的：生活習慣病の発症を未然に防ぐために、メタボリックシンドロームに着目した健診。
対象者：40 〜 74 歳までの方で、国民健康保険に加入の方（行田市在住の方）。
検査内容：身長・体重・腹囲・血圧・血液検査　等。
自己負担学：500 円（70 歳以上および所得により無料）詳しくは受診券をご覧ください。

※当院では市健診の他にも個人や企業向けなど、様々なタイプの健診を行っています。
　詳しくはホームページをご参照ください。

［行田クリニック　健診担当］

院内・院外からの広告を受付ております。

◉頭痛外来／脳神経外科からのお知らせ

毎週火曜午前に頭痛外来を行っています。

●誰もが経験のある頭痛。
『頭痛くらいで ...』と思わないで、一度「頭痛外来」を受診してみてください。　
まずはあなたの頭痛が「他の病気が引き起こしている頭痛」なのか「多くの人を悩ま
せている慢性頭痛」なのかを問診・診察・検査を通して判断します。
●「他の病気が引き起こしている頭痛」の場合
その原因となっている病気を治すことが治療の目的となります（例：風邪、発熱などのほか、稀にくも膜下出血、脳出血、
脳梗塞、脳腫瘍、髄膜炎など、危険な病気も含まれます）。
●「多くの人を悩ませている慢性頭痛」の場合
治療目的はその頭痛自体をコントロールする事が重要となります（例：偏頭痛、緊張型頭痛、群発性頭痛など）。
頭痛外来では、頭痛全般について診断を行い、病状によっては適切な診療科を紹介させていただきます。

［行田総合病院『頭痛外来』／脳神経外科］

◉『下肢の血管専門外来』／血管外科からのお知らせ

ところで、『足のむくみ』が気になっていませんか？　

一過性ではなく数日間『足のむくみ』が続くような場合には病気の可能性があります。

・足がだるい　

・足の血管がボコボコと浮き出ている

・夕方になると足がむくむ　

・夜間に足がつりやすい

このような症状を少しでも感じたら受付窓口にご相談ください。

血管外科医による診察を行っております。

［行田総合病院 『下肢の血管専門外来』／血管外科］

【illustration】足がだるい重い .biz


